説教要旨「真理とは何か」
聖書：ヨハネ１８：２８－３８
18:28 人々は、イエスをカイアファのところから総督官邸に連れて行った。明け方であった。しかし、彼らは自分では官邸に入らなかった。汚れないで過越の食事をするためである。

18:29 そこで、ピラトが彼らのところへ出て来て、「どういう罪でこの男を訴えるのか」と言った。

18:30 彼らは答えて、「この男が悪いことをしていなかったら、あなたに引き渡しはしなかったでしょう」と言った。

18:31 ピラトが、「あなたたちが引き取って、自分たちの律法に従って裁け」と言うと、ユダヤ人たちは、「わたしたちには、人を死刑にする権限がありません」と言った。

18:32 それは、御自分がどのような死を遂げるかを示そうとして、イエスの言われた言葉が実現するためであった。

18:33 そこで、ピラトはもう一度官邸に入り、イエスを呼び出して、「お前がユダヤ人の王なのか」と言った。

18:34 イエスはお答えになった。「あなたは自分の考えで、そう言うのですか。それとも、ほかの者がわたしについて、あなたにそう言ったのですか。」

18:35 ピラトは言い返した。「わたしはユダヤ人なのか。お前の同胞や祭司長たちが、お前をわたしに引き渡したのだ。いったい何をしたのか。」

18:36 イエスはお答えになった。「わたしの国は、この世には属していない。もし、わたしの国がこの世に属していれば、わたしがユダヤ人に引き渡されないように、部下が戦ったことだろう。しかし、実際、わたしの国はこの世には属していない。」

18:37 そこでピラトが、「それでは、やはり王なのか」と言うと、イエスはお答えになった。「わたしが王だとは、あなたが言っていることです。わたしは真理について証しをするために生まれ、そのためにこの世に来た。真理に属する人は皆、わたしの声を聞く。」

18:38 ピラトは言った。「真理とは何か。」ピラトは、こう言ってからもう一度、ユダヤ人たちの前に出て来て言った。「わたしはあの男に何の罪も見いだせない。
　私たちは毎週の礼拝で、使徒信条を唱えています。そして、「ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け」と声を合わせます。このポンテオ・ピラトほどキリスト教会が広まったところで、その「悪名」が轟いている人物はありません。ポンテオ・ピラトという人物はそれほどの悪人なのでしょうか。
　確かに、ポンテオ・ピラトはユダヤ総督として評判のよくない政治を行ないました。２６－３６年、ユダヤ総督の地位にありましたが、頑固、残忍、過酷な政治を行ないました。もっともユダヤ人から嫌悪されたのは、エルサレムに軍隊が入城する際、皇帝像が描かれた軍旗を掲げていたという点です。ローマ軍は神殿の近くのアントニア塔の近くを駐屯地としていましたから、ユダヤ人のもっとも嫌う偶像〔皇帝は神としてあがめられていました〕を神殿の近くまで持ち込むことになったのです。
また、ルカ１３章１では、ピラトは犠牲にガリラヤ人の血を混ぜたとありますが、これは神殿の犠牲をささげる聖なる場所までガリラヤ人を追い込み、そこで殺戮を行ったということを示しています。それは当然ユダヤ人の怒りを買うことになります。しかし、こういう政治は、ローマの総督が非占領地を支配する時、しばしば行なわれていました。ピラトが特別に悪辣非道な政治を行なったわけではありません。それなのに、なぜ、ピラトは使徒信条で好ましくない人物として名を残しているのでしょうか。このヨハネの記しているピラトによる裁判を見ていると、果たしてピラトは言語に絶する悪役ではないように思われます。
　彼は、イエスに対して、先ず、裁判長になることを回避しています。３１節でピラトはユダヤ人に彼らの律法＝法律に従って裁け、自分はこの裁判に関わりたくないと言っています。ローマは、占領地に対してその文化だけではなく、国家の行政組織を温存する原則を採用しました。ローマ帝国の法律を重視しますが、それと同時に非征服地の制度を温存して活用します。ユダヤ人は律法を持ち、また、最高議会という司法や行政を担当する議会を保持していました。ピラトはユダヤ人のその最高議会＝裁判所に任せるといいます。つまりはユダヤ人の裁判にタッチしたくないといっているのです。それはわずらわしいという理由もあったでしょうけれども彼はローマの伝統的な政策を実行しているだけなのです。
　また、ポンテオ・ピラトはイエスには罪がないと認めます（１８章３８、１９章４）。イエスを何とか釈放しようともしています（１７章３９）。これがピラトの基本的姿勢であったことは確かです。この裁判には関わりたくない。それは彼の妻の忠告でもありました（マタイ２７章１８）。ピラトは一貫してこの裁判長として行動したくなかったのです。
このようなピラトの言動から、彼がイエス・キリストの裁判において極度の悪事を行なったとは思われません。では、ピラトは今日まで名を残すような人物して使徒信条で名を挙げられるのはどうしてでしょうか。マタイ、マルコ、ルカに比べて、ユダヤ人の裁判、最高議会の裁判をヨハネは詳しく記していません（１８章２４，２８）。なぜ、ヨハネがこんな叙述の仕方をしたのか、明確には分かりませんが、それは最高議会の裁判以上の意味がピラトの裁判にあったからだと思います。
それは、ユダヤ最高議会の裁判ではイエスに罪を擦り付けることができても死刑にすることができなかったからという点も関係しています。３２節では、ヨハネは、どのような死を遂げるかを示そうとしていたと記しますが、最高議会ではできないこと、つまり死刑＝十字架刑を受けるために、ピラトの裁判をうけることになったと記しています。最高議会は始めからイエスを殺そうとしていました。そのためにイエスを逮捕し、裁判にかけたのです。
ピラトの裁判はそれと違います。イエスを何とか解放しようとしています。そのためにイエスの罪を認めることができないとピラトは繰り返します。イエスは無罪である。これがピラトの裁判の重要な点です。そして、そのイエスを十字架に渡す。冤罪がそこで起こっています。無罪と認めているのに、その裁判にかけられているものを死刑に処したのです。これは不当といえばそのとおりです。ピラトがそんな裁判を行なったゆえに彼はその非道さのゆえに名を残すことになったといえます。しかし、実はもっと根本的な理由でこのように名を残すことになったのです。
　それは言うまでもなく、この裁判が神のみ心を如実に示すことになる裁判であったからです。神は天上で、イエスをさばかれるのです。イエス・キリストは神のみ前で全く罪のないお方でした。そのイエスを神は十字架の上で死なしめたのです。それは、キリストは無罪であるにもかかわらず、人間の罪を背負って死に、それによって私たちの罪が悉く許される道が開かれたのです。これが天上で行われる裁判でした。ピラトはその裁判を明らかにするためにその役割を果たしているのです。ピラトが極悪人であるゆえに名をあげられているのではなく、無実のものを死に至らせ、有罪の私たちを許すさばきを示すのです。こうして、ポンテオ・ピラトがその名を知られることになったのです。ピラトは神のなさった業を示し続けています。
　ユダヤ人の態度を見ましょう。彼らは、イエスの罪状を一向に明らかにしていません〔３０節〕。このイエスが悪いことをしたからピラトのところへ連行してきたというだけです。イエスが何をしたのか明らかにしようとしていません。ルカ２２章７０で最高議会は、イエスが神の子であるという言質を語らせ、それこそ神を冒涜する犯罪であると決め付けます。ところが、ピラトにはこのことを明らかに語ろうとしていません。なぜか。ピラトはこのようなユダヤ人の宗教問題には関わりたくない、それゆえに死刑に処する判決を下さないだろうと予測しているのです。
　ユダヤ人は一貫してキリストを殺そうとしています。そのために、彼らが持ち出す罪名は、ユダヤ人の王と称していたということです〔ルカ２３章２〕。罪名を変更するのです。だからはじめイエスの罪名を明らかにしなかったのです。
　ピラトはここで裁判をしなければならなくなります。ユダヤ人の王と称していたということはローマに対する反逆です。この国を支配し、ヘロデ一家にだけ王と称することを認めていましたが、それはローマの政策に他なりません。これに反抗するのはローマ帝国への政治的行動です。このような政治的行動に対してはローマは最大限警戒をしていたのです。
　このようなユダヤ人の手口は巧妙です。とにかくイエスを亡き者にすることだけが目的です。そのためには罪状の変更などどうでもいいことなのです。いまやイエス・キリストはユダヤ人の王であるかどうかが裁判の大きな課題となります。

　ピラトはイエスの裁判を行ないたくありませんでした。彼はイエスに罪がないと認めることになります。ユダヤ人の王と称していたことを認めながら、その行為は有罪ではないと判定をしています。ピラトはある意味で一貫してイエスの無罪性を明らかにしています。その無実のものを処刑したのはこの裁判です。そこにピラトの裁判の意義がありました。
　さて、この裁判で、もうひとつ明らかになることが記されています。それはイエスがユダヤ人の王であるということです。３４節もそうですが、イエス・キリストはピラトからユダヤ人の王であるかと問いただされます。キリストの答えは、日本語訳では遠回しの言い方になっています。「わたしが王だということはあなたが言っていることだ」。これはあいまいな言い方ですが、単刀直入に言えば、「わたしが王だ」ということでもあります。キリストは明瞭に自分が王であると認めておられます。ただし、王であるけれども、この世に属する王ではないといいます。王はその支配領域を所有する権力者です。その支配地では権力を行使し、権威をふるいます。この王に対する反抗は許されません。キリストはその支配する領域はこの世ではないと明言されています。

　もし、王国がこの世に属するならば、その王が逮捕され裁判にかけられているのですから、その部下たちが奪還にやってくるはずです。しかし、キリストは自分はそのようなこの地上の王国に並び、それと同じような国の王ではないと断言されています。
　ではどのような王国の王なのか。３７節で明らかにされます。真理を証しする王だというのです。イエスは真理を証しするために王として、権力、権威を持っていると答えられます。ピラトはこれを聞いても関心を払いません。彼にとっては真理などどうでもいいことなのです。ピラトにとっては真理などわずらわしい語彙であったと思います。そんなことよりも地位を安泰にし、財産を増やし、権力を快適に行使することに関心がありました。真理などそれに役立つ限りでは真理であったのです。「真理とは何か」と尋ねていますが、ピラトには関心事ではありません。だから、真理の王など称するこの人物は間違っているのです。変人です。だから、まともに付き合うつもりはないのです。

　ピラトはイエスがユダヤ人の王などではないと認めています。少なくとも、ローマ政府にたてつくような政治犯ではありません。したがってこの時点ではイエスを処刑する必要など認めてはいないのです。早くこの人物を釈放して関わりを断ちたいと思っていたに違いありません。面倒なことは避けたいものです。
　しかし、結果として、ピラトはイエス・キリストを解放できず、むしろユダヤ人の企てたようにキリストを処刑するほうを決定してしまいます。キリストは無実であるのに極刑に処せられることになります。これこそがピラトのしたことです。(この項おわり)
